
先進研究助成 成果報告終了後、意見交換会を開
催いたしました。武田雅俊先生（理事）のご挨拶の
後、「2024 年度 海外留学助成認定証 授与式」およ
び「若手研究者継続助成認定証 授与式」を挙行し
ました。海外留学助成対象者 6 名に認定証が授与さ
れました。若手研究者継続助成者 3 名には今後 1 年
間の研究助成が継続され、助成金 100 万円が交付さ
れます。
前年はコロナ禍後初めての会場開催でしたが、本

年も会場に多くの方にご参加いただき、議論も活発
に行われ大変充実した研究報告会となりました。
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挨拶：武田 雅俊 先生

座長：武田 雅俊 先生

発表会場

演者：内田 裕之 先生



助成研究の成果

発  表  論  文
研究助成を受けられた研究者より 2024 年 4月～ 2025 年 3月にご提出いただいた論文は次のとおりです。
※所属は応募時のものを記載しています。

氏名、所属 橋本　謙二 千葉大学社会精神保健教育研究センター 病態解析研究部門
助成区分 第 56 回　精神薬療分野　一般研究助成
研究課題 腸 - 脳相関に基づく合成麻薬MDMAのレジリエンスに関する研究
論 文 Repeated intermittent administration of 3,4-methylenedioxymethamphetamine mitigates 

demyelination in the brain from cuprizone-treated mice
Zhao M, Eguchi A, Murayama R, Xu D, Zhu T, Xu B, Liu G, Mori C, Yang J, Hashimoto K
Eur J Pharmacol. 2025 Mar 15:991:177345. doi: 10.1016/j.ejphar.2025.177345.

氏名、所属 森　　康治 大阪大学大学院医学系研究科 精神医学
助成区分 第 56 回　精神薬療分野　一般研究助成
研究課題 前頭側頭型認知症 iPS 神経細胞を活用したリピート翻訳制御機構の解析
論 文 1）	�eIF5 stimulates the CUG initiation of RAN translation of poly-GA dipeptide repeat protein 	

(DPR) in C9orf72 FTLD/ALS
	� Gotoh S, Mori K, Fujino Y, Kawabe Y, Yamashita T, Omi T, Nagata K, Tagami S, Nagai Y, 

Ikeda M
	 J Biol Chem. 2024 Mar;300(3):105703. doi: 10.1016/j.jbc.2024.105703.
2）	PABPC1 mediates degradation of C9orf72-FTLD/ALS GGGGCC repeat RNA
	� Uozumi R, Mori K, Gotoh S, Miyamoto T, Kondo S, Yamashita T, Kawabe Y, Tagami S, 

Akamine S, Ikeda M
	 iScience. 2024 Feb 22;27(3):109303. doi: 10.1016/j.isci.2024.109303.
3）	�Protocols for identifying endogenous interactors of RNA-binding proteins in mammalian cells 

using the peroxidase APEX2 biotin-labeling method
	 Uozumi R, Mori K, Akamine S, Ikeda M
	 STAR Protoc. 2024 Dec 20;5(4):103368. doi: 10.1016/j.xpro.2024.103368.

氏名、所属 井上　　毅 大阪大学免疫学フロンティア研究センター 分化制御研究室
助成区分 第 40 回　血液医学分野　一般研究助成
研究課題 B細胞受容体による記憶B細胞分化制御
論 文 Csk restrains BCR-mediated ROS production and contributes to germinal center selection and 

affinity maturation
Inoue T, Matsumoto Y, Kawai C, Ito M, Nada S, Okada M, Kurosaki T
J Exp Med. 2024 Jul 1;221(7):e20231996. doi: 10.1084/jem.20231996.
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氏名、所属 平野　順紀 国立感染症研究所 ウイルス第二部 第二室
助成区分 第 23 回　血液医学分野　若手研究者助成
研究課題 小胞体ストレスに着目したエンテロウイルスによる神経毒性の分子機序解明
論 文 Enterovirus 3A protein disrupts endoplasmic reticulum homeostasis through interaction with 

GBF1
Hirano J, Hayashi T, Kitamura K, Nishimura Y, Shimizu H, Okamoto T, Okada K, Uemura K,
Yeh MT, Ono C, Taguwa S, Muramatsu M, Matsuura Y
J Virol. 2024 Jul 23;98(7):e0081324. doi: 10.1128/jvi.00813-24.

氏名、所属 植木　紘史 東京大学医科学研究所 ウイルス感染部門
助成区分 第 2回　血液医学分野　COVID-19 関連一般研究助成
研究課題 2 光子生体イメージングで解明するCOVID-19 肺炎の病態メカニズム
論 文 Neutrophil adhesion to vessel walls impairs pulmonary circulation in COVID-19 pathology

Ueki H, Wang IH, Kiso M, Horie K, Iida S, Mine S, Ujie M, Hsu HW, Wu CHH, Imai M, Suzuki
T, Kamitani W, Kawakami E, Kawaoka Y
Nat Commun. 2025 Jan 13;16(1):455. doi: 10.1038/s41467-024-55272-0.

氏名、所属 田中　真司 東京大学医学部附属病院 腎臓・内分泌内科
助成区分 第 41 回　血液医学分野　一般研究助成
研究課題 炎症性腎疾患において腎神経が果たす役割の解明
論 文 Targeting inflammation in perivascular cells and neuroimmune interactions for treating kidney 

disease
Tanaka S
Clin Exp Nephrol. 2024 Jun;28(6):505-512. doi: 10.1007/s10157-024-02494-7.

氏名、所属 山本　雄介 国立がん研究センター 研究所 病態情報学ユニット
助成区分 第 42 回　血液医学分野　一般研究助成
研究課題 血液中を循環するがん由来エクソソームの病態生理学的な機能解析
論 文 Aberrant regulation of serine metabolism drives extracellular vesicle release and cancer 

progression
Yamamoto T, Nakayama J, Urabe F, Ito K, Nishida-Aoki N, Kitagawa M, Yokoi A, Kuroda M, 
Hattori Y, Yamamoto Y, Ochiya T
Cell Rep. 2024 Aug 27;43(8):114517. doi: 10.1016/j.celrep.2024.114517.

氏名、所属 金城　雄樹 東京慈恵会医科大学 細菌学講座
助成区分 第 43 回　血液医学分野　一般研究助成
研究課題 NKT 細胞を起点とした獲得免疫の増強機構の解明
論 文 1）	�IL-27 regulates the differentiation of follicular helper NKT cells via metabolic adaptation of 

mitochondria
	� Kamii Y, Hayashizaki K, Kanno T, Chiba A, Ikegami T, Saito M, Akeda Y, Ohteki T, Kubo M, 
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	 Yoshida K, Kawakami K, Oishi K, Araya J, Kuwano K, Kronenberg M, Endo Y, Kinjo Y
	 Proc Natl Acad Sci U S A. 2024 Feb 27;121(9):e2313964121. doi: 10.1073/pnas.2313964121.
2）	�Glycolipid antigen recognition by invariant natural killer T cells and its role in homeostasis 

and antimicrobial responses
	 Hayashizaki K, Kamii Y, Kinjo Y
	 Front Immunol. 2024 May 28:15:1402412. doi: 10.3389/fimmu.2024.1402412.

氏名、所属 瀬原　吉英 自治医科大学分子病態治療研究センター 遺伝子治療研究部
助成区分 第 13 回　循環医学分野　若手研究者助成
研究課題 成体虚血脳における内因性神経幹細胞の制御を用いた新規脳梗塞治療の開発
論 文 1）	�Efficient transduction of adeno-associated virus vectors into gerbil hippocampus with an 

appropriate combination of viral capsids and promoters
	 Sehara Y, Shimazaki K, Kurosaki F, Kaneko N, Uchibori R, Urabe M, Kawai K, Mizukami H
	 Neurosci Lett. 2018 Aug 24:682:27-31. doi: 10.1016/j.neulet.2018.06.009.
2）	�Survivin overexpression via adeno-associated virus vector Rh10 ameliorates ischemic 

damage after middle cerebral artery occlusion in rats
	� Sehara Y, Inaba T, Urabe T, Kurosaki F, Urabe M, Kaneko N, Shimazaki K, Kawai K, 

Mizukami H
	 Eur J Neurosci. 2018 Dec;48(12):3466-3476. doi: 10.1111/ejn.14169.
3）	�Adeno-associated Virus-mediated Ezh2 Knockdown Reduced the Increment of Newborn 

Neurons Induced by Forebrain Ischemia in Gerbil Dentate Gyrus
	� Sehara Y, Hashimotodani Y, Watano R, Ohba K, Uchibori R, Shimazaki K, Kawai K, 

Mizukami H
	 Mol Neurobiol. 2024 Nov;61(11):9623-9632. doi: 10.1007/s12035-024-04200-w.

氏名、所属 北川　知郎 広島大学大学院医歯薬保健学研究科 循環器内科学
助成区分 第 17 回　循環医学分野　一般研究助成
研究課題 心外膜下脂肪の炎症基質に着目した冠動脈粥腫および弁膜石灰化への分子的アプローチ
論 文 1）	��Relationship between coronary arterial 18F-sodium fluoride uptake and epicardial adipose 

tissue analyzed using computed tomography
	 Kitagawa T, Nakamoto Y, Fujii Y, Sasaki K, Tatsugami F, Awai K, Hirokawa Y, Kihara Y
	 Eur J Nucl Med Mol Imaging. 2020 Jul;47(7):1746-1756. doi: 10.1007/s00259-019-04675-z.
2）	��Clinical implications of 18F-sodium fluoride uptake in subclinical aortic valve calcification: Its 

relation to coronary atherosclerosis and its predictive value
	 Nakamoto Y, Kitagawa T, Sasaki K, Tatsugami F, Awai K, Hirokawa Y, Kihara Y
	 J Nucl Cardiol. 2021 Aug;28(4):1522-1531. doi: 10.1007/s12350-019-01879-6.
3）	��Relationship between interleukin-1 β gene expression in epicardial adipose tissue and 

coronary atherosclerosis based on computed tomographic analysis
	 Kitagawa T, Hattori T, Sentani K, Senoo A, Fujii Y, Takahashi S, Yasui W, Nakano Y, Kihara Y
	 J Cardiovasc Comput Tomogr. 2021 Mar-Apr;15(2):175-179. doi: 10.1016/j.jcct.2020.06.199.
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☆☆ 助成金受領者へのお願い ☆☆
対象研究に関し発表される場合には、必ず “公益財団法人 先進医薬研究振興財団（英文の場合は、SENSHIN 
Medical Research Foundation）の助成による” 旨を書き添えていただくと共に、別刷を本財団にご提供下さい。

4）	��Native Myocardial T1 Value in Predicting 1-Year Outcomes in Patients with Nonischemic 
Dilated Cardiomyopathy Experiencing Recent Heart Failure

	 Kitagawa T, Tatsugami F, Yokomachi K, Akiyama Y, Fujii Y, Awai K, Nakano Y
	 Int Heart J. 2022;63(3):531-540. doi: 10.1536/ihj.21-801.

氏名、所属 平出　貴裕 慶應義塾大学医学部 難治性循環器疾患病態学寄付研究講座
助成区分 第 20 回　循環医学分野　若手研究者助成
研究課題 遺伝子変異に起因する全身性難治性血管病の病態解明と新規創薬ターゲットの探索
論 文 CXCL12/CXCR4 pathway as a novel therapeutic target for RNF213-associated pulmonary 

arterial hypertension
Hiraide T, Tsuda N, Momoi M, Shinya Y, Sano M, Fukuda K, Shibahara J, Kuramoto J, Kanai Y, 
Kosaki K, Hakamata Y, Kataoka M
Sci Rep. 2024 Nov 4;14(1):26604. doi: 10.1038/s41598-024-77388-5.

氏名、所属 青木　友浩 東京慈恵会医科大学 薬理学講座
助成区分 第 22 回　循環医学分野　一般研究助成
研究課題 学際的研究による血行力学応力負荷による血管病の発症機構の解明
論 文 Pharmacological inhibition of P2RX4 receptor as a potential therapeutic strategy to prevent 

intracranial aneurysm formation
Ono I, Itani M, Okada A, Yamamoto K, Kawashima A, Arakawa Y, Aoki T
Exp Neurol. 2025 Feb:384:115061. doi: 10.1016/j.expneurol.2024.115061.
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財団トピックス

2024 年度 海外留学助成認定証 授与式
2024 年 12 月 6 日に開催しました先進医薬研究報告会の意見交換会の会場にて、「2024 年度 海外

留学助成認定証 授与式」を行いました。
精神薬療分野は中村雅之先生（選考委員）、血液医学分野および循環医学分野は林義治理事長より、

認定証が授与されました。
海外留学助成を受けた先生方は、支援への感謝の気持ちを述べるとともに、留学に向けた熱意を

語られました。
先生方の海外生活が実り多いものとなり、研究がさらに飛躍することを祈っております。

【精神薬療分野】
　名古屋大学医学部附属病院 精神科　荒深　周生 先生
　東京大学医学部 精神神経科　古川　由己 先生

【血液医学分野】
　東京科学大学M&Dデータ科学センター AI システム医科学分野　麻生　啓文 先生
　東京大学医科学研究所 幹細胞分子医学分野　鈴木　雄太郎 先生

【循環医学分野】
　津山東クリニック　児島　秀典 先生
　大阪大学医学部附属病院 心臓血管外科学　長谷川　然 先生
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荒深 周生 先生、中村 雅之 選考委員、古川 由己 先生

鈴木 雄太郎 先生、林 義治 理事長、麻生 啓文 先生

児島 秀典 先生、林 義治 理事長、長谷川 然 先生
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2024 年度（第 8 回）若手研究者継続助成認定証 授与式
第 8 回先進医薬研究報告会において、2023 年度若手研究者助成金受領者による分科会発表が行

われました。本分科会は精神薬療、血液医学、循環医学の各分野 1 名に 1 年間、100 万円の研究助
成金が交付される若手研究者継続助成の選考も兼ねており、熱の入った口演発表および質疑応答が
繰り広げられました。各発表に対して理事および選考委員から構成される分科会委員が「研究の達
成度」および「次年度への発展性」について 5 段階の評価を行いました。分科会終了後に事務局が
評価点表を回収するとともに直ちに集計して順位付けを行いました。分科会委員は順位ならびに研
究内容を精査・議論し、継続助成の交付対象者案を決定しました。引き続き行われた、理事より構
成される審査委員会（審査委員長 林義治 理事長）にて、交付案が承認されました。
意見交換会の場において認定証授与式が行われました。分科会委員長による総評の後、各分野の

若手研究者継続助成金交付対象者に認定証が授与されました。

【精神薬療分野】
　神戸大学大学院医学研究科 精神医学分野　大塚　郁夫 先生
　《研究課題》：�網羅的ゲノム・エピゲノムデータを用いた若年自殺行動の機序解明とリスク	

マーカー開発

【血液医学分野】
　理化学研究所 生命医科学研究センター ヒト免疫遺伝研究チーム　中野　正博 先生
　《研究課題》：高精度シングルセル解析による関節リウマチ重症化機構の解明

【循環医学分野】
　日本歯科大学 新潟生命歯学部 解剖学第 1講座　吉岡　望 先生
　《研究課題》：心筋細胞におけるタンパク質凝集体の構成分子と形成機序の解明
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大塚 郁夫 先生、武田 雅俊 理事

原 寿郎 理事、中野 正博 先生

小川 久雄 理事、吉岡 望 先生
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名誉理事就任・記念品 贈呈式
2025 年 6 月 6 日開催の第 15 回定時評議員会の終結の時をもって、理事 2 名（武田雅俊先生、

西川伸一先生）が任期満了により退任となりました。ご退任の先生方には長きにわたり当財団の活
動、発展に多大なご尽力を賜りましたこと厚く御礼申し上げます。
同日開催された第 31回臨時理事会において、定款第 53条（名誉理事）に基づき、武田先生、 西川

先生の名誉理事選任が承認、可決されました。
臨時理事会終了後に三菱開東閣 「光」の間にて記念品贈呈式を執り行いました。まず事務局より

当財団の沿革を説明し、各先生の財団でのご略歴を紹介しました。武田先生は、前身の精神神経系
薬物治療研究基金から、西川先生は前身の内藤医学研究振興財団から当財団の事業に携わっていた
だきました。以来約 30 年にわたり、選考委員、諮問委員、評議員、理事をお務めいただき事業の
推進と発展に大きく貢献されました。林理事長より長年のご功績をたたえ、記念品を贈り深く感謝
の意を表しました。
記念品贈呈後にお二人の先生から、ご退任の挨拶を頂戴しました。武田先生からは「前身財団の

設立の経緯や財団への想い」、西川先生からは「AI の急速な進展による今後の研究動向や若手研究
者の支援の拡充」等のお言葉がございました。
最後に、武田先生と西川先生を囲んで、役員・評議員の先生方と記念撮影をしました。

武田 雅俊 先生 西川 伸一 先生

西川先生、武田先生
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役員、評議員の皆さんと

財 団の沿革
精神神経系薬物治療研究基金

内藤医学研究振興財団
設　　立 ： 1968年（昭和43年） 12月
出捐会社 ： 吉富製薬株式会社
事業対象 ： 精神薬療研究

精神神経・血液 医薬研究振興財団
設　　立 ： 1999年（平成11年） 4月
出捐会社 ： ウェルファイド株式会社
事業対象 ： 精神薬療研究、 血液医学研究

先進医薬研究振興財団
設　　立 ： 2002年（平成14年） 3月 （2011年4月公益移行）
出捐会社 ： 田辺三菱製薬株式会社
事業対象 ： 精神薬療研究、 血液医学研究、 循環医学研究

設　　立 ： 1982年（昭和57年） 3月
出捐会社 ： 株式会社ミドリ十字
事業対象 ： 血液医学研究

財団設立準備
三菱東京製薬株式会社
事業対象 ： 循環医学研究
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海外留学だより

海外留学助成を受けられた研究者のうち、本年度に海外留学だよりを送付頂きました方々は、
次のとおりです。

▪	精神薬療海外留学助成
	 第 27 回（2023 年度）
	 　佐竹　祐人	 大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室
		  留学先：University College London, U.K.

	 　谷藤　貴紀	 神戸大学 精神医学分野
		  留学先：UT Health San Antonio, U.S.A.

▪	血液医学海外留学助成	
	 第 41 回（2023 年度）
	 　中山　正光	 東京大学医学部附属病院
		  留学先：Brigham and Women’s Hospital, Harvard Medical School, U.S.A.

▪	循環医学海外留学助成	
	 第 18 回（2023 年度）
	 　根本　寛子	 横浜市立大学医学部 外科治療学
		  留学先：University of California, San Diego, U.S.A.
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海外留学だより 精 神 薬 療

2024 年 9 月より、イギリスの University College 
London（UCL）に留学させていただいております。
本来は老年期精神病の研究に従事する予定でした
が、各方面と相談の結果、老年精神医学を基盤とし
た生成 AI とロボティクスを融合させた新たな研究
に取り組むことになりました。具体的には、高齢者
の孤独を和らげるための生成 AI 搭載コンパニオン
ロボットの開発と評価です。
UCL のコンピュータサイエンス部門、および

NTT 西日本のエンジニアらと協働し、日本製のロ
ボット「Sota」に ChatGPT を組み込み、日英両方
の言語で柔軟に対話ができるロボットを開発しまし
た。そして、高齢者との対話を最適化するようにシ
ステムを調整したうえで、英国の地域高齢者 18 名
を対象にフォーカスグループ研究を実施しました。
並行して日本でも軽度認知障害を持つ高齢者の自宅
に 1 週間ロボットを設置し、使用の受容性を探索
する試みも行いました（Satake et al., Am J Geriatr 
Psychiatr. 2025, in press）。さらに、非認知症高齢者
を対象とした対話型エージェントの心理的支援効果
に関するシステマティックレビューも行い、現在投
稿中です。こうした研究を通じて得られた知見をも
とにロボットの改良を行い、システムを改良した機
体を新たに本年 6月に英国へ送り、8月末の留学終
了までに、従来型との比較を再度フォーカスグルー
プで行う予定です。将来的には国際共同でのランダ
ム化比較試験（RCT）実施を目指しています。また、
9 月 に は International Psychogeriatric Association 
Congress にて、生成AIの知性に関するシンポジウ
ムに登壇する機会も得ました。生成AI が目覚まし

い進歩を見せるこの時代に、こうした最先端の研究
に携われることは貴重な機会であったと感じていま
す。
加えて、Queen's University Belfast、Cambridge 

University、Newcastle University、King's College 
London など英国各地、そしてオランダ（Amsterdam 
UMC）、ベルギー（Leuven University）等、欧州
各国の研究機関を訪問し、現地研究者との活発な意
見交換を行ってきました。イギリス国内在住の日本
人精神科医との交流も大変刺激になっています。し
かし何よりも、この留学で私にとって特別な出会い
となったのは指導教官のRobert Howard 教授です。
老年期精神病研究の第一人者でありながら、日常で
は犬との散歩とテレビを愛する人間味あふれる存在
です。仕事では圧倒的なスピードと判断力を持ち、
私の論文も一時間で全体を修正してしまうほどで、
どんな大量の仕事も妥協を許さず素早く仕上げられ
ます。しかし根底には知的好奇心に突き動かされ続
ける姿勢があり、彼のこうした研究者としての在り
方には深い影響を受けました。
また、ロンドンという街は、学術以外にも多く

の気づきを与えてくれました。National Gallery
や Tate、Courtauld Gallery、British Museum や
V&A Museum など世界有数の文化施設に無料でア
クセスできる環境は芸術と知の宝庫であり、日々の
生活に深い刺激を与えてくれます。町並みには中世
の建築が息づき、美しくも雑多な都市のエネルギー
に満ちています。そして、ロンドンは多民族都市で
あり、白人系イギリス人よりも他文化の住民の方が
多く、多様な価値観と暮らしが交差する社会です。

多様性と知に満ちたロンドンでの一年　
〜 AI と心の未来を見つめて

佐　竹　祐　人
大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室
留学先：University College London, U.K.
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こうした文化的多様性と歴史の厚みに日々触れるな
かで、「自分が日本人である」と同時に「世界の一
員である」ことを強く意識するようになりました。
無数の価値観と時間の層のなかで、自分の存在はほ
んの一点にすぎないと感じることが、逆に静かな安
心感を与えてくれました。社会的役割や肩書を超え
て、自分自身の内側から意味を見出す余裕が生まれ
たことは、この留学で得た大きな財産です。

貴財団のご支援なくして、このような経験は得ら
れませんでした。心より感謝申し上げます。今後も、
高齢者のための AI・ロボット技術の社会実装、そ
して高齢発症精神疾患の国際共同研究の推進に力を
注いでまいります。
 

〔原稿受領日：2025 年 6 月 3 日〕 

UCLと大阪大学の合同シンポジウムにて、Sota ロボットの取り組みを発表中
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2024 年 4 月からテキサス州のサンアントニオに
あるUniversity of Texas Health Science Center at 
San Antonio(UT Health San Antonio) に留学させ
ていただいております。留学先の UT Health San 
Antonioは、1959年創立で医学部、看護学部、歯学部、
バイオメディカルサイエンス学部、医療専門職学
部、公衆衛生学部の 6 つの学部、約 70 の専門分野
からなる学術的な研究機関で、特に医療分野での専
門教育と研究に力を入れている施設です。私が所属
するのは、UT Health San Antonio 薬理学部の廣井
昇教授の研究室です。廣井教授は、コピー数多型変
異 (CNV) マウスモデルや遺伝欠失マウスを用いた
遺伝子と精神疾患の相関に関与するメカニズムの探
索に 20 年以上取り組んでいます。特に 22q11 領域
内にある遺伝子の研究に力を入れており、CNV 内
のどの遺伝子、細胞、脳領域が表現型と関連してい
るかをマウスモデルや細胞モデルを使って分子生物
学的な因果関係を明らかにする研究を行っておられ
ます。
私の研究テーマは、精神疾患で低下する社会認知

機能に関与している 22q11 欠失領域遺伝子の同定
です。大学院時代は臨床サンプルを用いた遺伝子研
究がメインテーマでしたが、現在はそこで得た知見
をマウスや細胞の実験に応用しています。新生仔期
幹細胞の培養細胞に対し siRNA と免疫染色を用い
た実験を行うことで、その遺伝子が新生仔期幹細胞
増殖からオリゴデンドロサイトへの分化のどの過程
に寄与しているかを明らかにしようとしています。
また、マウスの行動解析やマウスの脳のスライス標
本を用いたカルシウムイメージングを行うことで、
遺伝子異常がどのように機能へ影響を与えるかを

解析しています。iDISCO を用いたマウスの脳の透
明化実験や、電子顕微鏡を用いたミエリンの解析、
アデノ随伴ウイルスベクターを用いた shRNA の実
験、トランスジェニックマウスの脳サンプルを用い
たシングルセル解析、機械学習を用いた解析など研
究に必要なスキルをラボのメンバーに教えていただ
いており、多岐にわたる研究手法を学ばせていただ
いております。さらに、他施設との共同研究や既に
進行している研究にも積極的に参加させていただく
機会が多く、充実した研究生活を送ることができ研
究環境は恵まれています。留学をはじめて６ヶ月で
社会認知機能低下に関与する 22q11 欠失領域内の
特定の遺伝子が脳領域の容積にどう作用するか明ら
かにした共著論文を Molecular Psychiatry に出版
する事も出来ました。他にも筆頭著者として投稿を
準備している論文が二本ほどあり、来年度はこれら
の出版に向け頑張りたいと思います。
所属大学のあるテキサス州は人口約 3000 万人で

全米第 2 位であり、州の GDP 約 1 兆 800 億ドルは
世界 9 位の国の GDP に相当する経済規模を誇りま
す。私の留学先のサンアントニオは人口や規模の面
でヒューストンに次ぐ第 2位の都市であり、観光業
や医療・バイオテクノロジー産業が盛んな場所です。
サンアントニオはテキサス州の中南部に位置し、年
間を通じて比較的温暖な気候が特徴です。夏は非常
に暑く、プールで遊んだり日焼けを楽しんでいる人
を多く目にします。一方で、冬は雪が降ることもあ
り、厚手のコートやジャケットが絶対必要です。ま
た、雨の日は多くありませんが、突然の局地的大雨
には注意が必要です。道路の水はけが悪いこともあ
り、前後左右の車からの水しぶきと雨の影響で前方

サンアントニオ留学だより

谷　藤　貴　紀
神戸大学 精神医学分野

留学先：UT Health San Antonio, U.S.A.
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が見えにくくなります。通勤途中に洗車機に入って
いるかと思うほどの状況に 2回ほど遭遇し、ハザー
ドランプを点滅させながら徐行運転したことがあり
ます。

交通手段について、公共交通機関はバスがありま
すが、カバーしているエリアは狭く運行頻度も少な
いため、車が必要になります。運転免許に関して、
テキサス州では「3 カ月ルール」と呼ばれるものが
あります。州内で合法的に運転を行うため、新しく
州に居住する人（国内外問わず）は 90 日以内にテ
キサス州の運転免許を取得することが推奨されてい
ます。ただし、運転免許の予約は込み合っており数
カ月待たされることもあるため、3 カ月という期限
は現実的には厳しいものでした。テキサスに長期留
学される方は、なるべく早めに運転免許申請の予約
を行うことをお勧めします。なお、国際運転免許証
を持っていることで仮免許が免除されますので、忘
れずに持参することをお勧めします。
日々の生活で重要になってくるのが食事や買い物

です。大型マーケット（Target や HEBなど）が至

る所にあるので、車さえあれば買い物には困りませ
ん。ファーストフードでは、ハンバーガーやタコス
のお店が多く見られます。日本食やアジア系の商品
を扱っているお店や EC サービスもありますが、少
し値段が高めです。私は節約のため、現地の食材を
使って調理し、毎日弁当を持参して自炊を心がけて
います。
最後になりますが、このような貴重な留学の機会

を与えてくださいました神戸大学の菱本教授、受け
入れ先の廣井教授に深く御礼を申し上げます。また、
経済的にご支援くださいました先進医薬研究振興財
団の皆様に心より感謝申し上げます。この貴重な機
会を最大限に活かし、日本の精神疾患の研究に少し
でも貢献できるよう、今後も精進して参ります。ま
た、この海外だよりが、これから留学を考えている
大学院生や研究者の方々の参考になれば幸いです。
本当にありがとうございました。

〔原稿受領日：2025 年 3 月 25 日〕

廣井教授と電子顕微鏡の前でDiscussion 中
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筆者は、ボストンのハーバード大学の関連病院
であるBrigham and Women’s Hospital（BWH）の
Cardiovascular Division で研究生活を送っておりま
す。BWH は Longwood エリアに位置しており、こ
こには Harvard Medical School をはじめ、米国有
数のハーバード関連病院が集積しています。BWH
は Longwood エリアでは最大の病院ですが、約
20 年前にボストン最大の Massachusetts General 
Hospital（MGH）と統合したことで、ますますそ
の影響力は大きくなっています。
筆者は希少血液疾患の創薬プラットフォーム実現

を目指して研究を行っています。所属するラボでは、
ゼブラフィッシュおよびヒト血液を用いた心臓遺伝
学（Cardio Genetics）をベースにしたメカニズム
および創薬研究、そして循環器を中心とした深層学
習モデル（AI）の開発を行っており、目標に対し
ピッタリの研究環境が整っています。ラボ内のコラ
ボレーションは活発でドライ側とウェット側で共同
プロジェクトを実施しています。筆者はドライ側で
AI 開発を担当しており、ゼブラフィッシュの創薬
スクリーニングの際の自動解析システムの構築や循
環器領域の AI 作成に貢献しています。自身の研究
目標達成に向けては、大規模なコホートからコント
ロール群と患者群での差異を見つけるのが第一歩と
なります。もともと博士在学中から AI の「人間の
脳では処理が難しい多次元データから効率よく重要
な情報を抽出できる特性」に着目し、基礎も臨床も
できる環境で AI を用いたアプローチを勉強したい
と思っていました。博士最終年度に様々模索してい
たところ、幸運にも縁に恵まれ米国への留学が実現

しました。米国は AI 開発に適した環境が揃ってい
ます。例えば、高精度な検出モデルを作りたければ
最低でも数十万件かつ多様な（人種や性別、年齢な
ど）データが必要です。筆者が所属する BWH、そ
して統合された MGH はともに 800 床超えの急性期
病院で、両病院あわせて年間約 500 万人以上が来院
します。そして、これら病院は同意を得た患者の
データは研究者が使いやすいように加工して専用の
データベースに格納しています。所属する研究者
は専用のツールを使って、Query を投げることで、
対象とする患者数や症例数などを即座に知ることが
でき、IRB で承認を受けていれば匿名化されたデー
タを自身の研究環境にダウンロードできます。筆者
は主に血液データや心電図、エコー動画などを扱い
ますが、アクセス可能なデータは数千万件を超えま
す。一方でデータのラベル付けについては、大きな
労力を伴います。主に疾患検出 / 予測の場合には
ICD10 コードを活用することが多いですが、間違っ
たコードが入っていることやそもそもコードが割り
当てられていないみたいなことが少なくなくありま
せん。この点は、データセットの特性（病院のオペ
レーションやガイドラインなど）によるものなので、
試行錯誤を繰り返しながら、データセットの理解を
深めていくことが重要です。その過程で一次データ
にまで戻れ、自分でラベルを振り直すことができる
ことは必要条件であり、この点において病院のデー
タベースは利点が多いです。筆者はこのような研究
環境で、心電図、心エコーのAIに関する経験を積み、
渡米して半年ほどで上記データに関する深層学習の
現在までをまとめたレビューを執筆させていただき

Brigham and Women’s Hospital 留学記
〜ボストンの地より〜

中　山　正　光
東京大学医学部附属病院

留学先：Brigham and Women’s Hospital, Harvard Medical School, U.S.A.
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ました（M Nakayama et al., JMA Journal, 2025）。
また、研究生活を充実させる上で長い時間を過ごす
ラボの雰囲気はとても重要です。留学前は、同僚の
ポスドクはライバル同士で、プライベートの交流が
薄いということを聞いていました。しかし、蓋を開
けてみると、メンバー同士は仲良く、ランチやディ
ナーをともにしたり、休日には遊びに行ったり、ラ
ボを去るメンバーのために Farewell パーティを開
いたり、距離がとても近いです。ボスがメンバーを
信頼してプロジェクトを任せることで、各々がやり
たい研究を自分の色を出しながら進められているこ
とが良好な関係につながるのかとラボ運営について
も勉強になっています。

そして留学生活を通じて大きく助けられているの
が、ボストンにおける多様なコミュニティです。ボ
ストンはハーバード、MIT など世界トップの大学
が集積するため留学生がそもそも多いです。加え
て Longwood エリアでは医師や研究者の留学も盛
んなことから、日本人母数が多く、様々なコミュ
ニティが発展しています。例えばボストン日本人
研究者交流会（BJRF）、Japan-US Science Forum、
Longwood で朝食を、など大小さまざまなコミュニ
ティが異なる目的のもと、日々活動しています。筆
者も留学当初は、新たな地で右も左もわからず困っ
ていたところにこのようなコミュニティで出会った
方たちに多くの面で助けていただきました。同じ文
化や食生活を共有できる日本人コミュニティは不安
定なときこそ効果を発揮し、安心させてくれます。

この体験を次世代に引き継ぎたいという思いで、筆
者もコミュニティ運営に関わりながら、日々異なる
バックグラウンドの研究者と情報交換を行っていま
す。留学している方は、志、モチベーションが高い
人が多く、有意義なディスカッションが日常的にで
きることも筆者がボストンを気に入っている点で
す。世代を超えて多くの友人ができたことはこの留
学を通じて得た大きな財産です。さらに留学を通じ
て日本の良さを再発見できたことも大きな収穫でし
た。日本にいるころはまさしく井の中の蛙大海を知
らず、で日本特有の閉鎖的な価値観に囚われていま
した。しかし世界的に見ると、これほど安全で住み
やすく、独自の文化を持つ国は多くありません。ボ
ストンでも、日本に行ってみたいという好意的な反
応は多く、先人たちが作り上げた信頼と努力が垣間
見えました。このような自国の良さというのは留学
するまで全く気が付かなかったことであり、多くの
方に海外留学をおすすめしたい点でもあります。
最後にこの留学をサポートしていただいた貴財団

には本当に感謝をしています。米国で何不自由なく
研究生活に打ち込めているのは一重に財団のサポー
トがあったことにほかなりません。また、急遽決まっ
たこの留学生活に、キャリアをすべて捨ててついて
きてくれた妻には感謝をしてもしきれません。そし
て、この留学生活に協力をしていただいたすべての
方にこの場を借りて感謝申し上げます。

〔原稿受領日：2024 年 12 月 24 日〕
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Calum MacRae 教授宅でのFarewell Party（右から三番目が筆者）
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海外留学だより 循 環 医 学

2024 年 1 月 よ り University of California, San 
Diego (UCSD) に留学しております。貴財団から助
成を賜り 2 年目を迎えることができましたことを、
心より御礼申し上げます。私は初期研修後、横浜市
立大学外科治療学に入局し、心臓血管外科を専門に
大学病院や関連施設に勤務して参りました。医師
15 年目にしてようやく、米国留学を叶えることが
できました。
はじめに、UCSD を留学先に選んだ理由をお話

しします。2013 年に勤務していた病院で、慢性血
栓塞栓性肺高血圧症 (CTEPH、シーテフ ) に対す
る肺動脈血栓内膜摘除術 (PEA) を経験しました。
CTEPH は器質化血栓が肺動脈を閉塞し肺高血圧を
来す難病です。近年は PEA により予後は改善して
きましたが、PEA は開胸・超低体温循環停止下に
行うため患者侵襲が大きいという問題があります。
バルーン肺動脈形成術 (BPA) や薬物治療も選択肢
にはありますが、そもそも日本には PEA が可能な
外科医や施設が少なく、CTEPH 治療の難しさを目
の当たりにしました。CTEPH の病態や治療につい
てもっと学びたいと思ったので、当時の部長の先生
の紹介で、世界で最も PEA 数が多い UCSD に見学
に行きました。先生方の美しい手術や温かい人柄に
触れて理想の外科医像に感動し、今度は留学生とし
て来たいと思いましたが、再び忙しい日常に戻ると
留学を考える余裕はなくなってしまいました。
2020 年に大学院へ入学すると、臨床一辺倒だっ

た生活は激変しました。基礎研究の指導教授が、
今からでも遅くないからぜひ留学した方が良いと
背中を押してくださったので、UCSD の Michael 
M. Madani 教授にご連絡するとご快諾をいただき、

Cardiovascular & Thoracic Surgery の Visiting 
Scholar として研究留学できることになりました。
準備期間は、複雑なビザ申請や日本と勝手が違う生
活面の諸々の契約、さらに円安で経済的な不安も相
まって心配事が尽きませんでしたが、渡米直前に貴
財団から助成を受けられる旨ご連絡をいただけた時
は飛び上がるほど嬉しかったです。
留学生活は、普段は科の研究を手伝いながら、合

間に臨床カンファレンスの参加や、手術見学をして
います。臨床研究は、CTEPH の膨大な患者データ
を使用したものが主です。現在、外科手術はどの
分野においても低侵襲化が進んでいますが、UCSD
では世界に先駆け、CTEPH にも適応があれば小切
開での低侵襲 PEA が可能です。研究ではこの新し
い手技の成績の検討や、珍しい PEA 症例を集めそ
の病態の検討を行っています。また、CTEPH 以外
では、一般開心術の周術期を対象とした新薬の臨床
試験にも携わっています。基礎研究は Patricia A. 
Thistlethwaite 教授のラボで、肺動脈性肺高血圧症
(PAH) の発症に関わる NOTCH3 シグナルを中心と
した研究が長年行われてきました。現在は特発性
PAH と NOTCH3 の細胞外ドメインとの関連につ
いて研究を進めており、将来の診断バイオマーカー
や治療の標的分子になり得ると考えられます。
臨床カンファレンスについては、内科と放射線科

と一緒に毎週 10 件以上の CTEPH の治療方針を決
めています。UCSD では PEA の適応症例が多く、
年間約 200 件と驚愕の数ですが、BPA の数も全米
第 1 位です。ハイリスク PEA や冠動脈バイパス術
との複合手術もあります。手術室入室は朝 6 時 30
分と非常に早いです。書類業務はメディカルスタッ

UCSD で CTEPH と向き合う

根　本　寛　子
横浜市立大学医学部 外科治療学

留学先：University of California, San Diego, U.S.A.
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循 環 医 学

フが代行するので、医師が手術に集中するには最高
の環境ですが、定時手術に加えて心臓、肺移植など
夜間の緊急手術も多く、先生方の仕事量と体力に感
服します。臨床フェローは 2人のみで、大半の手術
は診療看護師が助手を務めます。現在私は米国医師
免許がなく手術への手洗いが許可されていないの
で、近くで細かい手技を見られないのは外科医とし
てもどかしさを感じますが、日本よりもはるかに多
い数の手術を自由に見学できること自体に価値があ
ります。
カリフォルニア州最南端のサンディエゴは一年中

温暖で過ごしやすいです。横浜市の姉妹都市でもあ
り、どことなく雰囲気が似ています。病院があるラ
ホヤは海に面したのどかで素敵な町です。一方で家
賃や物価は非常に高く、節約生活にも気合を入れな
いといけません。UCSDでは留学生に対して、ボラ
ンティアによる英会話や交流会など支援が充実して
います。私を担当してくださる先生は定年退職され
た医師で、時には観光までお世話になってしまって

います。職場に日本人の方はいませんが、サンディ
エゴには比較的多いように思います。UCSD にも
数年前まで日本人の心臓血管外科医の先生がいらっ
しゃり、2013 年の見学時に始まり今もお世話になっ
ています。出発時は周りの皆様に温かく送り出して
いただきましたが、こちらに来てからも多くの方に
助けられ、人の優しさが身に染みます。
CTEPH の臨床と研究の最先端に触れられる

UCSD への留学は、自身が今後の日本の CTEPH
診療にどのように貢献できるかということのみなら
ず、どうやって “Academic surgeon” を目指すかに
ついても深く考えさせられる重要な経験になってお
ります。常に感謝の思いを胸に、今後も精進して参
ります。最後に、貴財団のご支援に改めて御礼申し
上げますと共に、貴財団の益々のご発展を祈念いた
します。

〔原稿受領日：2025 年 3 月 28 日〕

Sulpizio Cardiovascular Center とカリフォルニアの青空を背景に
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財　団　概　要

１．沿　革

本財団は、昭和 43 年 12 月に吉富製薬株式会社の寄付を受けて、“ 精神神経科領域における臨床
薬理学及び薬物治療学の研究（精神薬療研究）の推進 ” を目的として「財団法人 精神神経系薬物
治療研究基金」として設立されました。
その後、昭和 57 年 2 月に株式会社ミドリ十字の寄付によって “ 血液成分その他の高分子蛋白の

医学分野における研究（血液医学研究）の振興 ” を目的として設立された「財団法人 内藤医学研
究振興財団」を統合し、平成 11 年 4 月から「財団法人 精神神経・血液医薬研究振興財団」として
財団活動を継承しました。
平成 14 年 3 月に、新たに “ 循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循環医学研究）の振興 ”

を目的に追加するとともに、名称を「財団法人 先進医薬研究振興財団」に変更しました。
平成 23 年 4 月には、内閣総理大臣より公益認定を受け、「公益財団法人」として活動しております。

２．目　的

本財団は、精神神経科領域における臨床薬理学及び薬物治療学の研究（精神薬療研究）と血液成
分その他の高分子蛋白の医学分野における研究（血液医学研究）並びに循環障害に起因する諸疾患
に関する研究（循環医学研究）に対する助成、顕彰等を行ない、医学及び薬学に関する先進的な研
究の振興を図り、もって国民の医療と保健に貢献することを目的としております。

３．事　業

本財団の事業は、財団の目的に沿う研究に対する助成事業、研究報告会、市民公開講座、フォー
ラム、刊行物等で、その主な概要は次のとおりであります。

１）助成事業
（1）一般研究助成

わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究振興を目的として、独創的で医療
ニーズの高い研究に研究助成金を交付するものです。

（2）若手研究者助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における若手研究者（応募時
39 歳以下）の育成を目的として、新規で将来性のある研究に研究助成金を交付するも
のです。

（3）先進研究助成
疾病の治療、診断あるいは予防に対する直接的な貢献が期待される先進的、かつ臨床
上有用性の高いテーマに研究助成金を交付するものです。
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（4）海外留学助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における国際的視野に富む人
材の育成を目的として、若手研究者（応募時 39 歳以下）に助成金を交付するものです。

（5）被災地支援研究助成
東日本大震災で被災された地域（岩手・宮城・福島など）における精神薬療分野、血
液医学分野、循環医学分野に関わる災害医療をテーマにした調査・研究に助成し、医学・
薬学に関する先進的な研究の振興を図る目的で平成 23 年度及び平成 24 年度に助成を
行いました。

（6）COVID-19 関連研究助成
世界的に猛威を振るっている COVID-19 の研究振興を図り、国民の医療と保健に貢献
すべく、COVID-19 関連研究助成枠を設けて、令和 2年度に特別研究助成を 行いました。
令和 3年度及び令和 4年度には、各分野の一般研究助成として追加で実施しました。

２）先進医薬研究報告会
若手研究者助成研究成果と先進研究助成成果の発表、若手研究者の継続助成者選考及び海外
留学助成贈呈式などを目的に、毎年 12 月上旬に報告会を開催しております。

３）市民公開講座
財団の事業として、不定期に市民公開講座を開催しております。
・テーマ：認知症の予防と介護� 平成 21 年 2 月 21 日開催
・テーマ：人生 100 年時代の生き方、自身の医療・ケアを考える� 令和  2 年 2 月 15 日開催

４）フォーラム
財団の事業として、不定期にフォーラムを開催しております。
先進医薬フォーラム

・テーマ：血管障害からみた脳と心臓� 平成 16 年 2 月  7 日開催
・テーマ：微小循環と脳機能障害のリンケージ� 平成 17 年 2 月 26 日開催
・テーマ：時間軸からみた脳血管障害の予防と治療� 平成 18 年 1 月 28 日開催

先進医薬研究振興財団発足 10 周年記念式典
・永年功労者表彰式
・贈呈式
・特別講演

：歴史と冒険のシンクロニシティー　－遣唐使をめぐって－
　  演者　辻原　　登　先生（芥川賞作家）
：宇宙の創生と新たに生じた謎
　  演者　佐藤　勝彦　先生（自然科学研究機構長、東京大学名誉教授）

� 平成 25 年 3 月  2 日開催
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５）刊行物
（1）先進医薬年報

毎年 8月に、当財団の 1年間の活動などをまとめて機関誌として発行しております。
（2）研究成果報告集

毎年 3 月に、精神薬療研究成果報告書、血液医学研究成果報告書、循環医学研究成果
報告書並びに先進研究助成研究成果報告書をまとめて研究成果報告集として発行して
おります。

４．助成金額の推移

財団設立以来の助成金交付累積額は 39 億 6,485 万円、交付件数は 4,246 件となります。

５．プロフィール

設 立 年 月 日	 ：	 昭和 43 年 12 月 12 日
基 本 財 産	 ：	 10 億円（令和 7年 3月 31 日 現在）
行 政 庁	 ：	 内閣府
公 益 財 団 法 人
　  認 定 日	 ：	 平成 23 年 3 月 29 日
　  登 記 日	 ：	 平成 23 年 4 月 1 日
主 た る 出 捐 者	 ：	 田辺三菱製薬株式会社

最近 5年間の助成金の推移（単位：万円）

COVID-19関連研究助成

先 進 研 究 助 成

循 環 医 学 分 野

血 液 医 学 分 野
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６．役員、評議員、名誉理事、選考委員【五十音順】

（2025 年 7 月 1 日現在）
１）役　　員

理 事 長 林　　　義　治 田辺三菱製薬株式会社
常務理事 大　瀧　芽久美 田辺三菱製薬株式会社
理 事 阿　部　康　二 BTRアーツ銀座クリニック

小　川　久　雄 熊本大学 学長
尾　崎　紀　夫 名古屋大学大学院医学系研究科 特任教授
尾　﨑　由基男 （医）協友会 笛吹中央病院附属 おひさま在宅クリニック 

院長、 山梨大学 名誉教授
金　倉　　　譲 （一財）住友病院 院長、 大阪大学 名誉教授
久　住　一　郎　 苫小牧緑ヶ丘病院 診療顧問、 札幌鈴木病院 診療顧問、

北海道大学 名誉教授
小　室　一　成 （学）国際医療福祉大学 副学長、

東京大学大学院医学系研究科 特任教授
竹　田　　　潔 大阪大学大学院医学系研究科 教授、

大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長
中　込　和　幸  国立精神・神経医療研究センター 理事長
原　　　寿　郎 令和健康科学大学 副学長、 九州大学 名誉教授、

福岡市立こども病院 名誉院長
峰　松　一　夫 医誠会国際総合病院 病院長、 国立循環器病研究センター

名誉院長、 （公社）日本脳卒中協会 理事長、医療法人医誠会
常務理事/臨床顧問、 （公財）循環器病研究振興財団 理事長

村　井　俊　哉 京都大学医学部附属病院 教授
監　 事 中来田　真　康 中来田真康税理士事務所 所長

青　木　妙　子 田辺三菱製薬株式会社

２）評　議　員

安　斉　俊　久 北海道大学大学院医学研究院 教授
北　園　孝　成 公立学校共済組合 九州中央病院 病院長
嶋　　　綠　倫 奈良県立医科大学 副学長・医学部長、	

血栓止血センター センター長
白　川　　　治 （医）尚生会 湊川病院　臨床教育研修センター センター長、

神戸大学 客員教授
新　藏　礼　子 東京大学定量生命科学研究所 教授
高　柳　　　広 東京大学大学院医学系研究科 教授
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西　川　　　徹 （学）昭和大学医学部 客員教授、 京都府立医科大学
客員教授、 東京科学大学 名誉教授

前　村　浩　二 長崎大学生命医科学域（医学系） 教授
長崎大学 執行役員・生命医科学域長

山　脇　成　人 広島大学 脳・こころ・感性科学研究センター 特命教授
小　口　　　泰 田辺三菱製薬株式会社
松　村　太　輔 田辺三菱製薬株式会社

３）名誉理事

浅　野　孝　雄 池　田　康　夫 笠　原　　　嘉
加　藤　進　昌 黒　田　重　利 小　山　　　司
齋　藤　英　彦 佐　藤　光　源 島　本　和　明
鈴　木　宏　治 武　田　雅　俊 西　川　伸　一
樋　口　輝　彦 堀　　　正　二 幕　内　雅　敏
松　下　正　明 三　國　雅　彦 吉　岡　　　章

４）選考委員
　精神薬療選考委員会

池　田　匡　志 名古屋大学大学院医学系研究科 教授
内　田　裕　之 慶應義塾大学医学部 教授
髙　橋　英　彦 東京科学大学 主任教授
中　尾　智　博 九州大学大学院医学研究院 教授
中　村　雅　之 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 教授
沼　田　周　助 徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授
橋　本　　　衛 近畿大学医学部 主任教授
菱　本　明　豊 神戸大学大学院医学研究科 教授
古　郡　規　雄 獨協医科大学 主任教授
山　末　英　典 浜松医科大学医学部 教授

　血液医学選考委員会
天　谷　雅　行 慶應義塾大学医学部 教授、慶應義塾 常任理事、理化学研究所

生命医科学研究センター センター長
井　上　克　枝 山梨大学大学院総合研究部医学域 教授、

山梨大学医学部附属病院 部長
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井　上　治　久 京都大学iPS細胞研究所 教授・副所長、理化学研究所バイオ
リソースセンター チームディレクター、理化学研究所革新
知能統合研究センター 客員主管研究員

大　森　　　司 自治医科大学医学部 教授
岡　崎　　　拓 東京大学定量生命科学研究所 教授
保　仙　直　毅 大阪大学大学院医学系研究科 教授
前　田　嘉　信 岡山大学病院 病院長、

岡山大学大学院医歯学総合研究科 教授
宮　入　　　烈 浜松医科大学医学部 教授
三　宅　幸　子 順天堂大学大学院医学研究科 主任教授
森　信　暁　雄 京都大学大学院医学研究科 教授

　循環医学選考委員会
泉　　　知　里 国立循環器病研究センター 部門長
遠　藤　英　徳 東北大学大学院医学系研究科 教授
小　林　欣　夫 千葉大学大学院医学研究院 教授
坂　田　泰　史 大阪大学大学院医学系研究科 教授
佐　田　政　隆 徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授
下　畑　享　良 岐阜大学大学院医学系研究科 教授
西　山　和　利 北里大学医学部 主任教授
三　國　信　啓 札幌医科大学 教授
八木田　佳　樹 川崎医科大学医学部 教授
安　田　　　聡 東北大学大学院医学系研究科 教授

　先進研究選考委員会
泉　　　知　里 国立循環器病研究センター 部門長
遠　藤　英　徳 東北大学大学院医学系研究科 教授
小　林　欣　夫 千葉大学大学院医学研究院 教授
坂　田　泰　史 大阪大学大学院医学系研究科 教授
佐　田　政　隆 徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授
下　畑　享　良 岐阜大学大学院医学系研究科 教授
西　山　和　利 北里大学医学部 主任教授
三　國　信　啓 札幌医科大学 教授
八木田　佳　樹 川崎医科大学医学部 教授
安　田　　　聡 東北大学大学院医学系研究科 教授
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７．役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】

１）新　任

理 事 竹　田　　　潔 村　井　俊　哉 （2025年 6月 6日付）

監 事 青　木　妙　子 （2025年 6月 6日付）

評 議 員 新　藏　礼　子 松　村　太　輔 （2025年 6月 6日付）

選考委員 　精神薬療選考委員会 （2025年 4月 1日付）

池　田　匡　志 内　田　裕　之 中　尾　智　博

古　郡　規　雄

　血液医学選考委員会 （2025年 4月 1日付）

大　森　　　司 保　仙　直　毅 前　田　嘉　信

宮　入　　　烈 森　信　暁　雄

　循環医学選考委員会 （2025年 4月 1日付）

泉　　　知　里 遠　藤　英　徳 下　畑　享　良

八木田　佳　樹 安　田　　　聡

２）退　任

理 事 武　田　雅　俊 西　川　伸　一 （2025年 6月 6日付）

監 事 髙　田　里　美 （2025年 6月 6日付）

選考委員 　精神薬療選考委員会 （2025年 3月31日付）

加　藤　忠　史 金　沢　徹　文 鈴　木　健　文

富　田　博　秋

　血液医学選考委員会 （2025年 3月31日付）

大　賀　正　一 清　井　　　仁 清　野　研一郎

松　本　雅　則 宮　﨑　泰　司

　循環医学選考委員会 （2025年 3月31日付）

井　口　保　之 伊　藤　義　彰 黒　田　　　敏

塩　島　一　朗 竹　石　恭　知
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３）辞　任

評 議 員 園　田　龍太郎 （2024年12月31日付）

竹　田　　　潔 嘉祥寺　泰　明 （2025年 6月 6日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。
武田雅俊先生、西川伸一先生は、名誉理事に就任いただきました。

　 事　務　局

事 務 局 長 大　瀧　芽久美
事務局長補佐 間　渕　雅　成
事 務 局 員 大　橋　良　孝
事 務 局 員 周　藤　誠　人
事 務 局 員 大　谷　　　渡
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賛 助 会 員

本財団の事業趣旨にご賛同をいただき、2025 年 3 月 31 日現在で次の方々にご入会いただいてお
ります。
皆様方のご理解と温かいご支援に厚くお礼申しあげます。

【団　体】　（敬称略）

田辺三菱製薬工場株式会社

【個　人】　（敬称略、順不同）

中　川　幸　光 冨　　　　修 桐　原　　　靖 堀　　　雄一郎
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―　賛助会員ご入会のお願い　―

本財団は、出捐会社＜田辺三菱製薬株式会社＞の歴史と共に歩み、現在では精神薬療、血液医学、
循環医学の 3 研究分野における優秀な研究に対する各種助成等を行うことによって、医学及び薬学
に関する研究の振興を図り、もって国民の医療と保健に貢献することを目的としております。
本財団活動の目的にご賛同いただける方は、常時募集しておりますので、賛助会員としてご入会

くださいますようお願い申し上げます。
なお、会員の皆様から寄せられました賛助会費は、財団活動のため有効に活用させていただきます。

―　ご 入 会 に あ た っ て　―
1）	 入会は随時受付しております。
	 財団ホームページの入力フォームにてお申込みください。
2）	 会費（年額 1 口以上）
	 ・団体会員：年額 1口 2万円
	 ・個人会員：年額 1口 2千円
3）	 振込先
	 大変恐縮ですが振込手数料はご負担くださいますようお願い申し上げます。
	 ・銀 行 名：三菱UFJ 銀行 大阪中央支店
	 ・口座番号：（普通）0102451
	 ・フリガナ：ザイ）センシンイヤクケンキュウシンコウザイダン
	 ・口座名義：公益財団法人 先進医薬研究振興財団
4）	 賛助会員は「機関誌」をご送付させていただきます。
5）	� 本財団は内閣府より「公益法人」の認定を受けておりますので、税制上の優遇措置を適用でき

ます。

【優遇措置の概略】
・ 個人： �支出した寄附金（その年の総所得金額の 40％を限度とする）の内、2 千円を超える部分に

ついて寄付金控除が認められます。
・ 法人： �寄附金は、通常一般の寄附金の損金算入限度額まで別枠で損金算入できます。

ご不明なことがございましたら、下記財団事務局までお問合せください。

公益財団法人　先進医薬研究振興財団
電　話	：06-6224-0607  Fax : 06-7657-8332
E-mail	：m-research@cc.mt-pharma.co.jp
URL	 ：https//www.smrf.or.jp
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編 集 後 記

公益財団法人  先進医薬研究振興財団
先進医薬年報　No.26

発 行 所 公益財団法人 先進医薬研究振興財団
 〒541-8505　大阪市中央区道修町三丁目 2番 10 号

 SENSHIN Medical Research Foundation
 3-2-10, Dosho-machi, Chuo-ku, Osaka 541-8505, Japan

 TEL：06-6224-0607　　Fax：06-7657-8332
 E-mail： m-research@cc.mt-pharma.co.jp
 URL : https://www.smrf.or.jp

発 行 人 林　　　義　治
編 集 人 大　瀧　芽久美
発 行 日 2025 年 8 月 20 日
印 刷 所 株式会社 あさひ印刷
 〒710-0826 岡山県倉敷市老松町 2－8－24
 TEL：086-422-2900　　Fax：086-422-2901

平素は、財団の活動にご協力いただき深く感謝を申し上げますと共に、御多忙にも
かかわらず本号に御寄稿下さいました先生方に、厚く御礼申し上げます。相変わらず、
物価高騰が続く中、大阪・関西万博が開幕し、海外からも多くの人々が訪れていると
のニュースに心が明るくなります。
当財団は、50年以上の歴史を背負っております。その後半は出捐会社の数回の合併
など、財団を取り巻く環境は此処20年で目まぐるしく変わりましたが、事業は精神薬
療に始まり血液医学、循環医学と分野を広げてまいりました。財団役員・評議員・選
考委員の先生方にご指導いただきながら財団事務局メンバー一丸となり、更なる高み
を目指して尽力してまいりたいと思います。今後とも、先生方にはさまざまな場面で
ご相談をさせていただくこともあるかと存じますが、引き続き温かいご支援を賜りま
すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
この先進医薬年報は、今年度も印刷物をお送りいたします。パラパラとページを繰っ
ていただき、海外留学されている生き生きとした先生方のご様子や、認定証授与式
における受賞者の晴れやかなご様子など、ちょっとした息抜きの存在になれば幸甚です。
今年度も微力ながら、研究される先生方のお役に立てることを喜びに、日々、精力的
に活動してまいります。

（2025年7月　　常務理事・事務局長　大瀧　芽久美）
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